
■サービス利用までの流れ 

１ サービス利用の手順 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定調査が行わ
れます 

◯訪問調査 

 町の職員などが自宅

を訪問し、心身の状況

を調べるために、本人

と家族などから聞き取

り調査などをします。 

介護保険サービス
の対象者 

 

一般介護予防事業
の対象者 

 

介護予防・生活支
援サービスの事業

の対象者 

 

相談をして、基本チェックリストを受けます。 
 地域包括支援センターの窓口で、「介護保険のサービス」や「介護予防・生活支援

サービス事業など、利用したいサービスの相談をします。 

相談後、「基本チェックリスト」による判定を行い、「介護保険サービス」の対象

者か、「介護予防・生活支援サービス事業」の対象者などが、判定されます。 

判 定 

介護認定の申請 
をします 

介護保険のサービス

の利用を希望する方

は、窓口で申請をしま

す。申請は、本人また

は家族のほか、成年後

見人、地域包括支援セ

ンター、居宅介護支援

事業者や介護保険施設

に代行してもらうこと

もできます。 

一般介護予防事
業のサービスを

利用 
町や地域の住民が主

体となった通いの場や

介護予防教室などに参

加できます。 

一般介護予防事業

は、65 歳以上の方なら

誰でも利用できるサー

ビスです。 

介護予防・生活支
援サービスを利用 
●訪問型サービス 

□これまでの介護予防

訪問介護に相当する

サービス 

□多様なサービス 

・生活支援 

・保健師による相談指

導などの短期集中予

防サービス 

・送迎、移動支援 

●通所型サービス 

□これまでの介護予防

通所介護に相当する

サービス 

□多様なサービス 

・ミニデイサービス、

運動、レクリエーシ

ョン 

・住民主体の通いの場 

□保健、医療の専門職

による生活機能改善

のための短期集中予

防サービス 



【前ページからのつづき】    【前ページからのつづき】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定結果が通知 
されます 

 介護認定審査会の結

果にもとづいて、以下の

区分に分けて認定結果

が通知されます。 

 

要介護１～５ 
 介護サービスが利用で

きます。 

非該当 
 基本チェックリスト

での判定の結果、介護予

防・生活支援サービス事

業対象者と認定された

場合は、当該サービスが

受けられます。 

要支援１・２ 
 介護予防サービスと介

護予防・生活支援サービ

スが利用できます。 

 

認定調査が行われ
ます 

◯主治医意見書 

 本人の主治医から介

護を必要とする原因疾

患などについての記載

を受けます。 主治医が

いない方は町の支持し

た医師の診断を受けま

す。 

 

審査・判定 
されます 

 一次判定（コンピュー

ター判定）の結果と特記

事項、主治医意見書をも

とに、「介護認定審査会」

で審査し、要介護状態区

分が判定されます。（１

カ月程度） 

 

介護予防・生活支
援サービスを利用 
●その他生活支援サー

ビス 

□配食（栄養改善、一人

暮らし高齢者に対す

る見守り含む） 

□定期的な見守りと緊

急時の対応 

□その他自立支援に役

立つ生活支援 


